
京
都
。伏
見
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
桃
山
町
金
森
出
雲

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６‐
）
一
月
を
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
小
森
俊
寛

。
上
村
憲
章

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
桃
山
時
代
ｉ
江
戸
時
代
初
頭

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伏
見
城
は
、
文
禄
五
年

（
一
五
九
一Ｃ

豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
桃
山
丘
陵
に
築
城

が
始
め
ら
れ
、
元
和
九
年

（
三
全
〓
し
に
廃
城
と
な
る
ま
で
三
〇
年
弱
の
期
間

地
で
、
北
は
毛
利
橋
通
り
に
面

し
て
い
る
。
桃
山
丘
陵
の
中
央

か
ら
西
に
延
び
る
支
丘
陵
上
に

位
置
し
、
大
名
屋
敷
が
構
え
ら

れ
た
地
域
に
あ
た
っ
て
い
る
。

又
、
当
地
は
、
縄
文
時
代
の
金

森
出
雲
遺
跡
、
奈
良
時
代
か
ら

鶴礎
雌
鑑
緊
院

隋巽
碑
鉛
斜

平
安
時
代
後
期
と
さ
れ
る
御
香
官
廃
寺
跡
等
の
遺
跡
が
重
複
す
る
地
域
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
に
当
地
が
宅
地
造
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
造
成
工
事
に

先
だ
っ
て
試
掘
調
査
を
行
い
、
近
世
初
頭
の
問
跡
を
始
め
、
古
代
か
ら
中
世
の

遺
構

・
遺
物
等
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

伏
見
城
の
存
続
し
た
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
の
遺
構
は
、
厚
い
整
地

層
の
上
面
に
造
ら
れ
て
お
り
、
門
跡

。
石
組
井
戸

・
溝

・
掘
込
み
等
を
検
出
し

て
い
る
。
関
跡
は
、
礎
石
な
ど
の
基
礎
的
な
部
分
及
び
石
垣
等
が
澄
存
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
門
跡
に
は
炭

・
焼
け
瓦
を
合
む
焼
土
層
が
直
接
被

っ
て
堆
積
し
て

お
り
、
焼
け
落
ち
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
焼
土
層
出
上
の
軒
瓦
に
は
、
瓦
当
面

に
金
箔
が
残
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
門
跡
は
、
大
名
屋
敷
の
西
門
に
あ

た
る
も
の
で
あ
る
う
。
木
簡
が
出
上
し
た
掘
込
み
は
、
門
跡
の
東
方
に
あ
た
る

屋
敷
敷
地
内
に
掘
ら
れ
て
お
り
、
東
西
約

一
七
ｍ
、
深
さ
約
二
ｍ
を
測
る
規
模

の
大
き
な
遺
構
で
あ
る
。
た
だ
、
南
北
方
向
に
つ
い
て
は
約
六
ｍ
を
検
出
し
た

に
と
ど
ま
り
、
全
長
は
不
明
で
あ
る
。
遺
構
内
か
ら
は
、
下
駄
、
箸
、
箆
、
折

敷
、
曲
物
の
木
器
や
漆
器
杭
と
と
も
に
、
瀬
戸

。
美
濃

・
信
楽

。
備
前
な
ど
の

茶
陶
を
含
む
国
産
陶
器
類
、
刀
、
小
柄
な
ど
の
金
属
製
品
等
が
出
上
し
て
い
る
。

ま
た
土
師
器
等
の
上
器
類
も
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
お
り
、
桃
山
時
代

か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
比
定
さ
れ
る
遺
物
群
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

1985年出上の木簡

(京都東南部)



①
　
。
日
日

日
□

中
将
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覧
　
は
く
衛
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大
さ
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み
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日
日
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出
、
ド
×
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②

　

「
遠
□

〔石
ヵ
〕

ま
す

一
つ
垣
□
右
衛
門
尉
」
　

　

　

　

∞］ズ
∞露
、
目

ω
に
は
中
将
と
見
え
る
が
、
伏
見
城
の
存
続
し
た
期
間
に
中
将
の
官
職
を
授

け
ら
れ
て
い
た
武
将
は
、
井
伊
直
孝
、
織
田
信
雄
、
佐
竹
義
宣
、
島
津
家
久
の

四
人
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（原
山
充
志
）

大
阪
。
西
ノ
辻
遺
跡

１

所ヽ
在
地
　
　
　
大
阪
府
東
大
阪
市
西
石
切
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
赦
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
日
陽

一
・
宮
崎
泰
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
ノ
辻
遺
跡
は
、
生
駒
山
西
麓
に
位
置
す
る
中
位
段
丘
上
の
旧
石
器
時
代
以

来
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。　
一
九
八
〇
年
よ
り
国
道
三
〇
八
号
線
拡
幅
及
び
東
大

阪
生
駒
電
鉄
敷
設
工
事
に
先
立

っ
て
、
大
阪
府
教
育
委
員
会

・

東
大
阪
市
毅
育
委
員
会

・
餓
東

大
阪
市
文
化
財
協
会
が
共
同
で

地
区
を
分
割
し
て
発
掘
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
。

木
筒
が
出
上
し
た
遺
構
は
、

い
ず
れ
も
井
戸
で
あ
る
。
ω
の

木
簡
は
、
径
二

・
三
ｍ
、
深
さ

(大阪東北部)




